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「東日本大震災に関する調査（地震後の心理と行動）」調査結果の概要 
 

※図中の n は回答者数を示します。 
※小数点を省略しているため、合計しても100％にならないことがあります。 
※複数回答ができる設問では、回答比率が 100％を超えます。 

 

 

地震後の買物行動 

▼ 地震発生後の買物 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 地震直後に購入したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段と異なる消費はしていないと思
う

停電に備えて、様々なものを買った

地震（余震）に備えて様々なものを
買った

モノ不足になっているのを知ったの
で、備えとして様々なものを買った

福島原発が不安で、様々なものを
買った
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救急医療品（ばんそうこ
う、包帯など）
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用品
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6

8

4

8

5

5

7

9

5

8

74

84

36

58

22

56

14

31

17

15

18

15

17

15

14

24

31

16

13

23

26

48

33

75

37

86

67

76

82

81

82

80

82

83

63

66

68

62

通常よりも多めに買った

通常よりも多めに買いたかったが買えていない
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モノ不足について 

▼ 物資不足の報道 ▼今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

計画停電（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、静岡県居住者のみ） 

▼計画停電エリアの居住 ▼計画停電の経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 計画停電の対策 ▼行っておけばよかった停電対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
(n=695)
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経験した 経験していない

懐中電灯などを準備した

携帯電話などは停電前に充電を
しておくようにした

待機電力を切っておくようにし
た

電池で動くラジオやワンセグ携
帯など情報源を確保した

エレベーターに乗らないように
した

照明が少ないので交通安全を心
掛けた

食料や飲料水を確保した

電力復旧後、コンセントなどを
確認して安全を確かめた

携帯電話などの充電器を確保し
た

保冷剤の購入、保冷剤の代わり
になるものを準備した

要冷蔵、要冷凍品は購入しない
ようにした

停電前にブレーカーを落とすよ
うにした

その他

何もしていない n=695
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懐中電灯などを準備しておく

電池で動くラジオやワンセグ携
帯など情報源を確保しておく

携帯電話などは停電前に充電を
しておく

照明が少ないので交通安全を心
掛ける

携帯電話などの充電器を確保し
ておく

食料や飲料水を確保しておく

待機電力をきっておく

エレベーターに乗らないように
する

保冷剤の購入、保冷剤の代わり
になるものを準備しておく

停電前にブレーカーを落として
おく

要冷蔵、要冷凍品は購入しない

その他

何もしていない
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被災地に物資が行き渡るよう、必要以上に商品を
買うべきではない

政府や行政が早めに手を打つべきだ

メーカーや流通業者は、自発的に増産や在庫を放
出すべきだ

これから何が起こるかわからなかったので、ある
程度の備蓄をしようとしてしまうのはしかたない

自宅周辺のお店でも商品が売り切れており、あせ
りや不安を感じる

自宅周辺のお店でも商品が売り切れており、被災
地のことまで考えられない

あてはまるものがない n=2000
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被災地に物資が行き渡るよ
う、不必要なものは買わない

これからも普段と異なる買い
方はしない

自宅の備えとして、通常より
も様々なものを買っておく

被災地やその周辺の親戚や知
人への送付のために、通常よ
りも様々なものを買っておく
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地震後の意識や行動 

▼地震後に不安なこと ▼現在の意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 地震によるエネルギーに対する意識の変化 

 

 

原子力発電所の冷却のために活動する
人たちはすごいと思う

計画停電はやむをえないと思う

この国家的危機に団結できない政治家
は問題だと思う

政府はもっと被災地を支援すべきだ

原子力に関して、東京電力のコミュニ
ケーションに疑問を感じる

原子力に関して、政府のコミュニケー
ションに疑問を感じる

日本は団結すべきだ

原子力発電所の事故や放射性物質につ
いて、政府は情報を隠していると思う

収益の一部を義捐金に回すなどして、
ＣＭを通常通りに放送すべきだ

原子力に関して、原子力関係者のコ
ミュニケーションに疑問を感じる

日本人を誇りに思う

企業はもっと被災地を支援すべきだ

交通機関が混乱してもやむをえないと
思う

あてはまるものはない n=2000
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福島第一原子力発電所の今後
の推移が不安だ

全国の原子力発電所の安全性
が不安だ

被災者に物資・支援が届いて
いないことが不安だ

余震がたくさん続いているの
で不安だ

まだ安否の確認できない人が
たくさんいることが不安だ

日本が、地震の活動期に入っ
たのではないかと不安だ

モノ不足で、必要なものが手
に入らなくなることが不安だ

なぜ被害の全体像がなかなか
把握できないのが不安だ

今後、輸出に影響が出ないか
どうかが不安だ

なんとなく不安だ

北海道でも大きな地震がくる
かどうかが不安だ

不安なことはない n=2000
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住宅内のエネルギーに対する意識

普段よりも節電するようになった

蓄電池など予備電源の購入意欲が高
まった

電池や灯油など予備のエネルギーをス
トックしておくようになった

太陽光発電システムの購入意欲が高
まった

自家発電機器の購入意欲が高まった

その他 n=1075
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家庭で使用しているエネルギーに対する意識

全体
(n=2000)
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変化があった

特に変化はなかった


